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令和４年第２回三芳町議会定例会 一般質問通告書 

質問順序・質問者及び質問要旨 
順序 質問者 質問要旨 質  問  内  容 質問の相手 

１ 内藤美佐子 １在宅ケア者の

災害対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２公共施設の女

子トイレにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３窓口での住民

サービス向上

について 

 

 

 

 

 

 

 

１）在宅人工呼吸器等利用者の把握はできて

いるか 

２）在宅ケア者の災害対策マニュアルは整備

されているか 

３）災害時の行動について、在宅ケア者やそ

の家族に周知されているか 

４）在宅ケア者個々の避難場所は決まってい

るか 

５）自宅にとどまった在宅ケア者への支援は 

６）在宅ケア者の停電対策は万全か 

７）人工呼吸器用の自家発電機や外部バッテ

リーの購入補助制度の導入はどうか 

８）自家発電機等を日常生活用具給付等の対

象としては 

 

１）庁舎女子トイレに洋式化トイレ増への進

捗は 

２）洋式化トイレ増への計画策定はされたの

か 

３）庁舎、体育館、文化会館、公民館等の女

子トイレに、近隣大型商業施設で実施さ

れている企業と連携した生理用品無料配

布機器の設置を検討してはどうか 

４）小・中学校の女子トイレに生理用品設置

の進捗は 

①現在の状況 

②利用されているか 

③効果の検証は 

 

１）窓口で住民が手書きする種々申請書はど

のくらいあるのか 

２）記入が不慣れな高齢者や外国人への対応

はどのようにしているか 

３）窓口に入力用のパソコンを設置し、申請

者の身分証明書などの提示を受け職員が

入力するようにしてはどうか（書かない

窓口の開設） 

４）料金支払いが必要な窓口の近くに、セル

フレジの設置はどうか 

福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長  

 

福祉課 

 

 

施設マネジメ

ント課 

 

 

政策推進室 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

総務課 

 

住民課 

 

政策推進室 

 

 

 

住民課 
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４妊娠・出産を支

える 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）アプリ決済等導入への進捗はどうか 

 

１）産前産後への家事支援の進捗は 

２）助産師等の助言や指導を求める妊婦への

対応は 

３）相談ツールとして、アプリやＳＮＳの利

用促進は 

４）妊婦が孤立するのを防ぐ体制の構築は 

５）不妊治療で４月より保険適用される対象

は 

６）不妊治療の保険適用について周知が必要

では 

住民課 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

住民課 

２ 桃園 典子 １学校での諸届

等のデジタル

化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２住民へのデジ

タル活用支援

について 

 

 

 

 

 

 

１）学校におけるデジタル活用状況について 

 ①学校と家庭の連携等でのデジタル活用は

あるか 

 ②学校と家庭の連携等で利用しているソフ

トウェアはあるか 

２）欠席の連絡方法について 

 ①各学校ではどの様に行われているのか 

 ②欠席連絡をデジタル活用している学校の

保護者の声は 

 ③連絡帳での欠席連絡の場合、コロナ禍で

の受け渡しについてはどう考えるか 

 ④デジタル活用に対する判断基準はあるの

か 

 ⑤教員の働き方改革の視点でもデジタル活

用が有効であると考えるがどうか 

 ⑥コロナ禍やデジタル化の状況を踏まえて

欠席連絡のデジタル活用を町として促進

してはどうか 

３）アンケート調査やお知らせなどについて

もデジタル活用を検討してはどうか 

 

１）庁内でのデジタル支援の状況について 

 ①現在、住民のデジタル活用に関する支援

を行っている担当課は 

 ②高齢者のデジタル支援について 

  ア 支援を推進する担当課は 

  イ どのような支援があるか 

 ③住民のデジタル活用の促進の為にも関係

各課が連携・協議をする体制を作っては

どうか 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

財政デジタル

推進課 

 

社会教育課 

 

 

政策推進室 
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３外国籍の方へ

の支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）国の「デジタル活用支援員推進事業」に

ついて 

 ①町としての考えは 

 ②この事業を活用する予定はあるか 

３）住民のデジタル活用支援のために、デジ

タルサポーター等の人材募集や養成をし

てはどうか 

４）今後の住民のデジタル活用を更に推進し

ては 

 

 

１）外国籍の方への相談対応について 

 ①町に寄せられる相談件数の推移（過去３

年間） 

 ②相談にはどの様なものがあるか（概要） 

 ③相談の対応にあたり、町と町外にある委

託先ＮＰＯ法人とのすみ分けの基準は 

 ④委託先ＮＰＯ法人との情報共有や対応は 

 ⑤相談体制の充実のために、町内での相談

場所や相談対応の人材確保の取り組みを

してはどうか 

２）外国籍の子どもへの支援について 

 ①小中学校において外国籍の子どもの人数

は 

 ②外国籍の子どもの登校状況や生活状況に

ついてどの様に捉え対応しているか 

 ③町内にある学習支援のＮＰＯ法人との情

報共有や効果的な支援に繋げるための協

議が重要と考えるがどうか  

３）外国籍の方への情報提供について 

 ①町の情報ツールの中で多言語に対応して

いるものはどの様なものがあるか 

 ②ゴミ出しの説明についてどの様に周知さ

れているのか 

③ゴミ出しの理解が進むようにごみ分別ア

プリの多言語対応や分かりやすい案内の

作成などをしてはどうか 

財政デジタル

推進課 

 

 

社会教育課 

 

 

町長 

財政デジタル

推進課 

 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

秘書広報室 

 

 

環境課 

３ 菊地 浩二 １新型コロナウ

イルス感染症

による第６波

への対応につ

いて 

１）第５波の収束後に必ず来ると言われた第

６波に対し、町はどのような感染拡大予

防対策を講じたか 

２）三芳町では令和４年１月２１日より埼玉

県におけるまん延防止等重点措置区域に

町長 

教育長 

健康増進課 
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指定されたが、この指定による効果をど

のように考えているか 

３）まん延防止等重点措置区域の指定と緊急

事態宣言とでは町の感染予防対策や効果

はどのように違うか 

４）感染拡大の防止と経済・社会活動を止め

ないことをどのように両立させたか 

５）令和４年１月下旬頃より１０万人あたり

の新規陽性者数は埼玉県でワースト１位

だった 

①感染者数の拡大を町長はどのように考え

ているか 

②なぜ三芳町でこのように感染者が多いの

か。要因を町長はどのように考えている

か 

③減少させるためにどのような対策を講じ

たか 

６）新規陽性者が爆発的に増加し、町内小中

学校では相次いで学級、学年、学校閉鎖

の措置が執られた 

①教育長としてどのように考えているか 

②第６波の感染拡大期に教育長は各学校に

どのような指示をしたか 

③受験生や保護者には不安が広がった。受

験に専念できるようにどのような指示や

対応をしたか 

④児童・生徒の「学び」が遅れないように

どのように対応するか 

７）第６波収束後、今後感染者を増やさない

ためにどのように対応していくか 

８）特別な対応が必要となる妊婦が感染した

場合の受け入れ先の確保は出来ているか 

９）妊婦が安心して出産できるようにするた

めの相談体制はできているか 

１０）３回目接種の予約方法について 

①６５歳以上の方の接種を前倒しで令和４

年１月２１日から行うことになったが、

対象者への告知は充分といえたか 

②接種予約は原則接種予約サイトかコール

センターへの電話しか手段はなかった

が、コールセンターに何度も何度も電話

しても繋がらなかった。予約サイトでの

 

 

 

 

 

観光産業課 

 

町長 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

町長 

教育長 

健康増進課 
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２特殊詐欺から

住民の財産を

守るための政

策について 

 

 

 

 

 

 

 

３犬や猫の殺処

分について 

予約が出来ない高齢者からは不公平な予

約方法という意見があった。接種を希望

する人がスムーズに接種できるような方

法は他にはなかったか 

③今後も新型コロナウイルス感染症のワク

チン接種が継続された場合に、特に高齢

者の接種の予約方法はどのようにしてい

くか 

 

１）令和３年度においてオレオレ詐欺、還付

金詐欺、架空料金請求詐欺等の特殊詐欺

の防止のために特に力を入れた取り組み

は 

２）令和４年度では特殊詐欺被害の防止のた

めにどのようなことをしていくか 

３）「ＡＩを活用した特殊詐欺対策」が民間企

業により提供されているが、こうした新

技術を活用した詐欺被害防止対策につい

て町の考えは 

 

１）犬や猫の殺処分の現状を町はどのように

考えているか 

２）たとえば多頭飼育崩壊があり、関係者等

から相談があった場合に町はどのように

対応するか 

３）動物指導センター等での引き取りや殺処

分を無くすために行政と民間団体の協力

が欠かせないと考えるが、町の果たすべ

き役割は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境課 

 

 

４ 細田 三恵 １ワクチン接種

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）子どものワクチン接種について 

①ワクチン接種の効果または、副反応につ

いて町から分かりやすい周知が必要と思

うが 

②子ども達へのワクチン接種において差別

やいじめの原因にならないようどの様な

対応を考えているか 

２）今後のワクチン接種の在り方と課題につ

いて 

①ワクチン接種者と未接種者での重症度の

違いは 

②埼玉県ワクチン検査・パッケージ制度が

導入されたがどう考えているか 

町長 

健康増進課 

 

 

学校教育課 

 

 

健康増進課 

 

 

 

観光産業課 
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２火山災害に備

えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３竹間沢地域の

開発予定地に

ついて 

③町内の適用店での実施状況を把握してい

るか 

④ブレークスルー感染も増えている中、三

芳町でもワクチン検査・パッケージ制度

が導入された。それにより自由の侵害が

懸念されるが町としてどう考えるか 

⑤ウイルスが変異していくことで、コロナ

禍はすぐに終わるようなものではない。

今後もワクチン接種を続けていくのか 

 

１）三芳町国土強靭化地域計画の中の「脆弱

性評価（起きてはならない最悪の事態）」

では、特にどういう事態を想定している

か 

２） 起こり得る災害として、地震と火山噴火

の同時期発生は想定しているか 

３） 町における火山噴火災害の可能性と特質

をどうみているか 

４） 火山噴火災害が起きた場合の被害想定と

その対策は 

５） ソーラー発電についても降灰によって使

用不能になる可能性があるという最悪の

想定はしているか 

６） 降灰による火山灰の処理は、どうなって

いるか 

７） 火山噴火災害時のライフライン（電気・

ガス・上下水道・食料・日用品の流通、

通信、交通）の１週間以上の長期停止の

備えとして、今まで以上の想定が必要で

は 

８） 防災計画及び国土強靭化計画の中に、火

山噴火災害のリスクシナリオとして追加

はどうか 

９） コロナ禍で人の繋がりが希薄となってい

るが、いざという時は地域コミュニティ

が大事と考えるが、今後の対策は 

１０） 防災士ネットワークの構築についての

現状と課題は 

 

１） 元パン工場跡地は開発の予定があるよう

だが、南側町道１２１号線においては事

業者に道路拡幅の要望は行ったか 

 

 

 

 

 

 

健康増進課 

 

 

 

町長 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

道路交通課 
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２） 道路拡幅後の標識や歩道整備はどの様な

基準または、手順で設置されるか 

３） 高層住宅や複数の戸建て住宅が建設され

た場合、児童生徒の安全な通学路の確保

をどの様に考えているか 

４） 高層住宅の行政区への加入斡旋は、どの

様に推進されるか 

５） 竹間沢第１区は住宅群とマンション群に

分かれるが竹間沢第２区としての分区に

ついて町の考えは 

 

 

学校教育課 

 

 

自治安心課 

５ 鈴木 淳 １町と市の行政

運営上の違い

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２人口流入施策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３公共施設マネ

ジメントにつ

いて 

 

 

１）市と町で行政運営上の違いをどう捉えて

いるか 

２）三芳町は単独自治体として続いていくわ

けだが、近隣市に負けないための工夫は

あるのか 

３）財政規模による行政運営での違いをどう

感じているか 

４）「郡」に属することは、三芳町にとって不

可避なのか 

５）近隣「市」と同様の行政運営を目指して

いくのか、「町」独自の行政運営を行って

いくのか 

 

１）町が行っている定住人口を増やす取り組

みは 

２）増加させていきたい年代層は 

３）区画整理事業地内に残る「未利用地」と 

 は 

４）飯能市が取り組んでいる「飯能住まい」

事業のような、三芳町の特性を生かした

移住施策も検討するべきでは 

５）令和４年度の一般会計予算案で、高齢者

だけでなく、全世代対応型の公共交通補

助についてどう考えているのか 

６）住居表示についての検討はどうなってい

るのか 

 

１）藤久保地域拠点施設整備事業について 

①予定竣工時期を令和８年度末とした理由 

 は 

②６月定例会で債務負担行為についての議

案が上程される予定だが、その金額が事

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 
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４農業施策につ

いて 

業費の上限となるのか 

③竣工に合わせて整備すると明言した町道

幹線７号線の、みずほ台西通り線までの

拡幅延長工事の進捗は 

④町道幹線７号線が拡幅されると人の流れ

も変わってくるが、沿道の開発は可能に

なるのか 

⑤公共施設は市街化調整区域でも建設でき

るものが多い。複合施設は他の場所での

建築も検討したのか 

⑥本事業を契機に将来に渡っての町財政や

公共施設の在り方等に関心が高まってい

る。町民を交えて深く協議をし、将来の

まちの全体像を検討するきっかけにして

はどうか 

 

１）生産緑地制度導入について 

①アンケートが実施されたが、担当課の感

想は 

②生産緑地制度を導入することによるデメ

リットは 

③市街化区域内での営農継続を可能とする

ために、制度だけでも導入してはどうか 

２）農業振興地域整備計画策定に関するアン

ケートについて 

①質問に「農用地区域(青地農地)の解除に

ついて」の項目がないのはなぜか 

②どのような計画の策定（見直し）を見据

えているのか 

③農業収入のみ、もしくは農業収入を主と

している農家が約２割だが、この結果に

ついてどう考えるか 

④後継者でなくとも賃貸借などによって新

規就農がしやすくするための取り組みは 

⑤優良田園住宅制度導入について町の考え 

 は 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

観光産業課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画課 

６ 細谷 光弘 １町の街灯（防犯

灯・街路灯・道

路照明灯）につ

いて 

 

 

１）町内の街灯をＬＥＤ化する前とＬＥＤ化

後の年間の電気料金の差は 

２）現在まだＬＥＤ化されていない場所はあ

るか 

３）藤久保中央通りの街灯は水銀灯のままだ

が、ＬＥＤ化する予定は 

町長 

道路交通課 

観光産業課 

道路交通課 

観光産業課 
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２防犯カメラに

ついて 

 

 

 

 

 

 

３三芳町の福祉

を取り巻く状

況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）町として、商店街街灯ＬＥＤ化照明導入

促進事業等の導入の考えは 

 

１）平成３０年度のまちづくり懇話会報告書

においても、町がガイドラインの作成を

して防犯カメラ設置の検討を行うとなっ

ているが、進捗状況は 

２）商店街等で、独自に防犯カメラの設置を

したいという意見があるが、防犯カメラ

の設置補助金等の考えは 

 

１）町内の高齢者数の推移 

①６５歳～７４歳の前期高齢者数は 

②７５歳以上の後期高齢者数は 

③５年後の①・②の予想は 

④６５歳以上の方で要支援・要介護認定を

受けていない方の人数は 

２）高齢者のいる世帯の状況について 

①高齢者を含む世帯数と全世帯数に占める

割合は 

②高齢独居世帯数（高齢者を含む世帯に占

める割合は） 

③高齢者夫婦世帯数（高齢者を含む世帯に

占める割合は） 

④高齢独居世帯と高齢夫婦世帯の中で、要

支援、要介護認定を受けていない世帯数

は 

３）地域包括支援センターについて 

①介護予防・日常生活支援総合事業が始ま

っているが、年ごとの利用者数は 

②基本チェックリストにより、介護予防・

生活支援サービス事業と一般介護予防事

業に割り振られた人数は 

③一般介護予防事業について 

ア 具体的な実施内容は 

イ コロナ禍において未実施の事業はあ

るか 

４）三芳町高齢者福祉計画・第８期介護保険

事業計画について 

①令和２年の介護予防・日常生活圏域ニー

ズ調査の結果を今後どう生かして行くの

か 

 

 

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

健康増進課 
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②高齢者の就労と社会参画につながる生き

がいづくりを支援するための施策は 

③高齢者一人ひとりの日常の生活状況や健

康状態、地域とのかかわりなどを把握し、

高齢者の社会参加、介護予防・自立支援

につながる施策を構築する基礎資料とし

て、新たに対象者全員にアンケートをと

るべきではないか 

④地域における相談支援について、相談先

がないと回答した人に対する対策や見守

り体制は 

５）振り込め詐欺対策として振り込め詐欺対

策電話機等の補助や貸与を検討してはど

うか 

６）町内の高齢者施設で新型コロナウイルス

によるクラスターが発生した場合の支援

体制や高齢者施設の現況について 

社会教育課 

 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 

 

 

健康増進課 

７ 林 善美 １生理にまつわ

る課題につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２町の施策につ

いて 

 

 

 

 

１）職員の生理休暇について 

①特別休暇に生理日における休暇について

規定がある。取得率は 

②休暇の届け出方法は 

③生理休暇は一般的には休みづらい、認知

度が低いなどと言われている。当町にお

いて課題はあるか 

２）生理用品の整備について 

①無償配布は行っているか 

②庁舎や公共施設での整備状況は 

 

③学校での整備状況は 

④継続した支援が重要であると考える。生

理用品の配布だけでなく相談ができる仕

組みづくりも必要ではないか 

３）フェムテックについて 

①フェムテックについて当町の認識は 

②健康課題の解決に取り組むためにフェム

テックを活用してはどうか 

 

１）みよしＳＤＧｓについて 

①第５次総合計画後期計画では当町の取り

組みとＳＤＧｓが関連づけられている。

掲げられた目標の進捗状況は 

②これまでに行われた取り組みは 

町長 

総務課 

 

 

 

 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 

学校教育課 

総務課 

学校教育課 

 

総務課 

 

 

 

 

町長 

政策推進室 
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３学校給食と食

品ロスについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③今後の予定は 

２）ゼロカーボンシティ宣言について 

①宣言の意図は 

②宣言後はどのような取り組みを行ってい

くのか 

３）みよしＳＤＧｓとカーボンニュートラル

実現との関連性は 

 

１）給食費について 

①学級閉鎖や休校となった場合の給食費の

対応は 

②返金についての規定は 

③新型コロナウイルスに感染または濃厚接

触者となった場合はどのように対応して

いるか 

④アレルギー対応に伴う減額についての検

討は 

２）食材について 

①学級閉鎖や休校となった場合の食材の対

応は 

②余った給食・残飯の処理方法は 

③学校における食品ロスについての学習、

啓発は 

④学校給食における食品ロス削減の取り組

みを行ってはどうか 

 

環境課 

 

 

 

政策推進室 

 

 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食セン

ター 

 

学校教育課 

 

学校給食セン

ター 

８ 久保 健二 １ライフバスに

ついて 

 

 

 

 

 

 

２町内エクスト

リーム施設に

ついて 

 

 

 

 

 

 

１）８番線の運行開始から現在までの利用状

況について 

２）幹線５号線の４カ所の停留所からの乗降

者数は 

３）新路線を含めた年間利用者数等の見込み

は 

４）バス事業者への町の対応について 

 

１）スケートボード等、エクストリーム系の

遊戯、競技が出来る施設について 

①町が考えるスケートボードパークを含め

た、エクストリーム系の競技や遊戯が出

来る候補地が町内にはあるか 

②調整池等、利活用出来るような用地はあ

るのか 

③利活用出来る用地の面積は 

④町内、庁舎敷地内等の既存のコンクリー

町長 

政策推進室 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

都市計画課 

 

 

上下水道課 

施設マネジメ

ント課 

道路交通課 
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３町内集会所に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４学校にかかわ

るコロナ対策

について 

ト部分を利用し、パークとして活用でき

ないか 

⑤近隣他自治体の取組みを参考にした、町

が考える今後の活動、進め方について 

 

１）公共施設マネジメントに係る集会所につ

いて 

①集会所の建て替えを２０３０年までしな

い方針だが、見直し時に耐用年数５０年

と定め建て替え時期を先送りにした理由

は 

②各集会所の老朽化が進むことで修繕費も

今以上に嵩むことが予想される。適時修

繕等早期対応が出来るのか 

③集会所の統廃合について、集会所の設置

軒数等の基準を定めているのか 

④各行政区の集会所の設置等の考え方につ

いて 

 

１）コロナ禍における学校の対応について 

①学校閉鎖、学年閉鎖、学級閉鎖を判断す

る基準について 

②町内小・中学校における閉鎖においての

対応の違いについて 

施設マネジメ

ント課 

都市計画課 

 

 

町長 

施設マネジメ

ント課 

 

 

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

教育長 

学校教育課 

９ 井田 和宏 １町内小中学校

の統廃合につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）これまで町内小中学校の統廃合について

はどのような協議をしてきたのか 

２）小規模校のメリットについてはどのよう

に考えるのか 

３）小規模校を存続させ、三芳町の特長を活

かしたカリキュラムを組むことも方策の

一つとして考えられるが、そのような検

討はしたのか 

４）義務教育学校設置の見解は 

５）統廃合を検討するに当たっての観点につ

いて 

①教育的な観点 

ア 統廃合することにより町内児童生徒

の教育環境の改善につながると考え

てよいか 

②公共施設の管理の観点 

ア 統廃合により施設の更新費用の縮減

が見込まれるが具体的にはどのくら

町長 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 
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２子どもに優し

いまちづくり

の推進につい

て 

 

 

いの効果か 

③地域コミュニティの観点 

ア 学校を地域コミュニティの拠点とし

て捉えていたが、統廃合により地域

コミュニティの希薄化につながる懸

念はないか 

イ 防災機能としての役割は維持できる

のか 

６）統廃合により生じる課題があるとすれば

どのようなものがあると考えられるか 

７）今後の進め方について 

①令和４年度の検討内容についてはどのよ

うなものか 

②（仮称）三芳町小中学校適正規模等検討

委員会の構成メンバーは 

③令和５年度以降に、上富小学校の統合（廃

止）の検討を始めるということでよいか 

④２０３０年までに統合ということである

がどのような手順で進めていくのか 

⑤上富小学校を受け入れるための三芳小学

校校舎教室等の状況は 

⑥この間にどのくらいの三芳小学校校舎等

の修繕を考えているのか 

８）当該地域の合意形成は重要と考えるが、

どのように進めるのか 

９）小中学校統廃合基本計画もしくは学校規

模適正化基本計画は策定するのか 

１０）策定するのであればそれまでのロード

マップを示し、公開すべきではないか 

１１）またその検討状況は随時、公開すべき

ではないか 

１２）上富小学校の跡地利用についても同時

期に検討を始めるのか 

 

１）学童保育室について 

①町内７か所のそれぞれの利用状況は 

②今後の利用者の見込みは 

③三芳小学校と上富小学校の統合により学

童保育室も統合になるのか 

④三芳小学校内の学童保育室のスペースで

足りるのか 

⑤子どもたちへの影響はどのようなことが

 

自治安心課 

 

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 

教育総務課 

 

 

 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 

 

町長 

こども支援課 
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考えられるか 

２）児童館について 

①北永井児童館は「三芳町公共施設マネジ

メント基本計画」の中では複合化（廃止）

とあるが、廃止の理由は「交通の利便性

が低い」ためか 

②子どもだけではなく、世代間交流や親同

士の交流、子育てにおける情報交換の機

会を提供する場としても位置づけられて

いるが、廃止による影響はないか 

３）「三芳町公共施設マネジメント基本計画」

の中に「民間企業によるサービスへの転

換」との記載があるが、具体的にはどの

ようなことを検討していくのか 

４）学童保育室や児童館を利用している子ど

もたちの意見を聞く場はあるのか 

５）「三芳町子ども・子育て支援事業計画」と

「三芳町公共施設マネジメント基本計

画」との整合性は取れているか 

６）子どもに優しいまちづくりを実現するた

めに横断的な組織が必要ではないか 

７）「子ども基本条例」制定についての見解は 

 

 

施設マネジメ

ント課 

 

 

こども支援課 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 

 

 

こども支援課 

１０ 本名 洋 １先生が足りな

いことについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２町内公共交通

１）教員の未配置未補充は無かったか 

２）埼玉県の教師不足人数が多いことをどの

ように考えるか 

３）長期欠勤の教員はいないか 

４）臨時的任用教員について 

①本町における臨時的任用教員の割合は 

②臨時的任用教員が産休・育休・病休を取

得できるか 

③時間外勤務手当が支給されるのか 

５）教員の働き方改革について 

①ここ５年間ほどの期間を見るならば状況

は改善されているのかされていないのか 

②学習支援員、スクール・サポート・スタ

ッフの配置は 

③昨年１０月１日さいたま地裁判決につい 

 て 

ア 見解ないし感想は 

イ 現場に影響はあるか 

 

１）ライフバスについて 

教育長 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

学校教育課 

 

町長 
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について 

 

 

 

 

 

 

 

①ライフバス７番線休止はいつまでか 

②７番線休止の代替策の検討状況は 

２）公共交通ビジョンについて 

①「交通権」についての町の考えは 

②クロスセクター効果についてどう考える 

 か 

③コミュニティバスやデマンド交通につい

ての考えは 

④三芳町の将来ビジョンにおける地域交通

政策の位置付けは 

政策推進室 

 

 

１１ 増田 磨美 １藤久保地域拠

点施設基本計

画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）藤久保地域拠点施設基本計画の進捗状況

について 

①アドバイザリー業務委託事業者が決まっ

てからの要求水準書策定の進捗状況は 

②学校プールは計画通りと考えているか 

③町内全体で考えていくとのことだったが

どう考えているか 

④校舎の位置について 

⑤学校施設ではどのような検討課題がある

か 

⑥複合化検討部会ではどのような検討課題

があるのか  

 ⑦市場調査結果内容は 

 ⑧町とアドバイザリー事業者とは何回くら

い協議の場をもっているか 

 ⑨町とアドバイザリー事業者の協議に関す

る今後の予定回数と内容は 

⑩各施設の位置づけの変更は 

⑪ＶＦＭの考え方について 

 ⑫ＳＰＣ、ＪＶについての考え方は 

⑬建築・建設工事等への町内事業者の主体

的参画を考えているとのことだが周知時

期は 

⑭藤久保小学校においては仕様発注なども

考えられるか 

２）要求水準書の策定内容について 

①町が管理者として求める事業の目的と方

針は  

②事業概要における図書館の直営の内容は 

③公民館、児童福祉施設の直営の内容は 

④コンセッション事業を検討しているのか 

⑤リスク分担の内容について  

町長 

施設マネジメ

ント課 

 

教育総務課 

 

 

 

施設マネジメ

ント課 
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２今、考えるべき

子育て支援は 

 

 

 

⑥緑地維持管理は 

⑦要求水準書に記載のない事項については 

３）スケジュールについて 

 ①供用開始時期の見直しについて町長の見

解は 

 

１）「三芳町子どもの貧困対策推進計画」につ

いて 

①子どもの貧困対策施策の展開、ひとり親

に対する経済的な支援として、家賃補助

が必要では 

②子どもの貧困対策施策の展開、幼児教育

の推進で４「保育の質の向上」とあるが

どう考えるか 

③子どもの貧困対策施策の展開、親子が安

心して過ごせる環境づくり２２「子ども

の居場所・多世代交流の場づくりの推進」

の具体的な内容は 

④子どもの貧困対策施策の展開、親子が安

心して過ごせる環境づくり２３「ヤング

ケアラーの支援」では、どのような支援

策を考えていくのか 

２）保留児童について 

 ①令和４年２月１日における保留児童数は 

 ②支援策は 

 

 

町長 

 

 

 

町長 

こども支援課 

 

１２ 吉村美津子 １過去の一般質

問での未解決

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）住宅敷地内のごみについて 

①昨年１年間の対応は 

②町が対応する上で福祉課と連携・協議し

たのか 

③弁護士への相談は 

④この問題に対しての町長の考えは 

⑤近隣住民が安心できるようなごみの処理 

 は 

⑥早期に解決できない場合は、近隣住民と

町長の話し合いの機会を適宜設けるべき

ではないか 

２）地権者も所有者も不明な老朽化した建物

の安全対策について 

①昨年1年間の対応は 

②弁護士への相談は 

③台風等の強風を毎年心配するが、近隣住

宅への被害が発生した場合の町の責任は

町長 

環境課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治安心課 
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２藤久保地域拠

点施設につい

て 

 

 

 

 

 

 

どうなるのか 

④この問題に対しての町長の考えは 

 

１）従来方式をどのように評価しているか 

２）ＰＦＩ方式をどのように捉えているか 

３）管理・運営は住民の奉仕者である町職員

が実施することが住民から信頼される町

政となるのでは 

４）町職員の配置について、要求水準書に明

記すべきでは 

５）現在ある個々の施設について、長寿命化

施策も検討すべきであり、本来ならば町

民に問うべき問題だ。ＰＦＩ方式の導入

は、まだ決定していないと捉えて良いか 

６）市場調査のアンケートについて 

７）ＰＦＩ方式による支払利息の増加及び利

益、配当の発生についてどのように考え

るか 

８）事業に損失が発生した場合の対応は 

９）仕様発注について 

①詳細に仕様を規定できるため、発注者の

意図が反映しやすいのでは 

②仕様が決まっているため、積算・予定価

格の算出が容易なのでは 

③参入可能な事業者が多くなるのでは 

 

 

 

町長 

施設マネジメ

ント課 

 

 

施設マネジメ

ント課 

 

 

 

 

 


